
新型コロナウイルス感染症対策 〜「換気」について〜

エアロゾル感染を避けるため、以下の⽅法を組み合わせて適切に換気しましょう。

（１）機械換気（部屋に備え付けの換気設備の使⽤）
→ 換気設備は常にONにしておきましょう。

（２）⾃然換気（窓やドアを開けることによる換気）
→ 30分に1回は5分以上、２⽅向の窓や扉を開けて換気しましょう。

始業時、昼休憩、午後4時の3回は、全窓を開けて換気しましょう。

（３）＋α換気（業務⽤ファンや扇⾵機を⽤いた換気）
→ 業務⽤ファンや扇⾵機を窓やドアの近く（空気の出⼊り⼝）に置いて、

換気の効率を⾼めましょう。⽬標の換気回数は６ACHです。
部屋の換気回数を計算できるエクセルシートを作成しました。
以下からダウンロードしてご利⽤下さい。
URL：https://www.ehime-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/05/aerosol_hyoka.xlsx

作成：愛媛⼤学危機対策本部（BCP検討WG）
協⼒：愛媛⼤学施設基盤部

https://www.ehime-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/05/aerosol_hyoka.xlsx


①床面積 ②天井高 ③室容積 ④定格風量 ⑤換気回数

(①×②) (④/③) (④/30) (6×③) (④-⑦)
強力弱7000
強力強10000

(ｍ2) (ｍ) (ｍ3) (m3/ｈ) (回/ｈ) (人) (ｍ3/h) (ｍ3/h) 普通2400

城北 共通講義棟A 1 第11講義室 256 2.7 691 3,250 4.7 108 4,147 ▲ 897 NG 普通1組

城北 総合教育棟1 4 大講義室 231 2.7 624 4,000 6.4 133 3,742 258 OK

城北 グリーンホール 1 グリーンホール 381 4.3 1,654 0 0 0 9,921 ▲ 9,921 NG 強力1組強

城北 図書館 6 ４F１閲覧室 188 2.7 508 2,160 4.3 72 3,046 ▲ 886 NG 普通1組

城北 メディアセンター 2 メディア演習室 135 3.0 405 1,300 3.2 43 2,430 ▲ 1,130 NG 普通1組

樽味 農学部２号館 1 第11講義室 98 3.0 294 1,500 5.1 50 1,764 ▲ 264 NG 普通1組

樽味 農学部２号館 3 第34講義室 68 3.6 245 1,500 6.1 50 1,469 31 OK

重信 医学部本館 2 基礎第一講義室 186 3.0 558 4,000 7.2 133 3,348 652 OK

重信 医学部本館 2 基礎第二講義室 187 3.0 561 4,000 7.1 133 3,366 634 OK

重信 看護学科校舎 1 第１講義室 148 3.0 444 1,600 3.6 53 2,664 ▲ 1,064 NG 普通1組

重信 看護学科校舎 2 セミナー室１ 28 2.7 76 80 1.1 2 454 ▲ 374 NG 普通1組

重信 看護学科校舎 2 セミナー室２ 26 2.7 70 80 1.1 2 421 ▲ 341 NG 普通1組

重信 看護学科校舎 2 セミナー室３ 24 2.7 65 500 7.7 16 389 111 OK

重信 看護学科校舎 2 セミナー室４ 24 2.7 65 500 7.7 16 389 111 OK

重信 看護学科校舎 2 セミナー室５ 25 2.7 68 500 7.4 16 405 95 OK

重信 看護学科校舎 2 セミナー室６ 38 2.7 103 500 4.9 16 616 ▲ 116 NG 普通1組

重信 看護学科校舎 2 セミナー室７ 35 2.7 95 500 5.3 16 567 ▲ 67 NG 普通1組

重信 総合教育棟 2 組織実習室 354 3.4 1,204 2,600 2.2 86 7,222 ▲ 4,622 NG 強力1組

⑥許容収
容人数

必要扇

■換気計算書■

⑦必要換気量
（6回換気必要）

⑧不足換気量

団地
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扇風機を用いた強制換気によるCovid-19エアロゾル感染に対する教室・執務室の安全性評価票　　

2020年4月20日　新型コロナウイルス感染症対策本部　BCP検討WG作成

対象部屋

評価年月日

評価者氏名

着色していない数値枠に値を入れてください。（半角数字のみ）

諸元 数値 単位 計算式など

部屋の寸法（幅）　B 7 （ｍ） 不明な場合，実測してください。（小数点1位，10cm単位）

部屋の寸法（奥行き）　D 9 （m） 不明な場合，実測してください。（小数点1位，11cm単位）

部屋の天井高さ　h 2.7 （m） 不明な場合，標準値 2.7m

部屋の面積　A 63 （m2） A=B×D

部屋容量V 170 （m3） V=Ah

給気側の扇風機能力（風量）　Vw1 2000 （m3/時間） カタログ値，不明な場合，工場用：7000，家庭用：2000, ない場合0

排気側の扇風機能力（風量）　Vw2 2000 （m3/時間） カタログ値，不明な場合，工場用：7000，家庭用：2000, ない場合0

実効換気能力（扇風機組合せ）　Vw 2000 （m3/時間） Vw=（1×Max（Vw1,Vw2)＋3×Min（Vw1,Vw2））／4

強制換気効率1（扇風機の設置状態） 1.00 0～1
給気・排気側の開口部から0.5m以内に設置した場合：1.0，1.0m以内：0.8，

2.0m以内：0.5

強制換気効率2（部屋の密閉度） 1.00 0～1
給気・排気側の開口部以外の窓・戸を閉めている場合：1.0

給気・排気側の開口部以外の窓・戸を開けている場合：開口率

強制換気効率3（部屋の不整形度） 1.00 0～1 矩形：1.0，平面形がでこぼこしている場合：0.8

有効換気量Vwe 2000 有効換気量Vwe=効率1×効率2×効率3×実効換気能力Vw

換気回数　ACH-F 11.8 （回/時間） 時間換気回数（ACH）=効率1×効率2×効率3×風量／部屋容量＝Vwe/V

建物設備機械換気による換気回数ACH-D 0.0 （回/時間） 不明な場合：0，施設部で確認できるものもある。

換気回数　ACH 11.8 （ACH-F）と（ACH-D）の大きい方

判定 安全AA AAA: ACH>12（安全）, AA: ACH>6(安全),  NG: ACH<3（不安全）

不足換気量 ---

許容収容人数 67 人 厚生労働省の対Covid-19暫定基準30m3/人



扇風機の配置

扇風機は，2台用いると換気効率が良い。想定換気経路から外れる凹部、隅部の滞留域に拡散用の扇風機（小さくてもよい）は効果的。

外気を取り入れ（給気），部屋の空気を排出する（排気）

給気口・排気口となる2か所の開口部以外は閉じる方が換気効率は良い。

ただし，3時間に1度程度（5～10分），全窓を全開，全戸を全開にして自然換気をすること。

教室の強制換気部屋の強制換気



エアロゾル感染対策としての臨時強制換気の設計方法

・強制換気の領域を決定する。

・給気口と排気口と強制換気経路を想定する。流線を適切に想定する。換気経路直交する方面の滞留部・対流部に扇風機は有効。

・給気口と排気口は部屋の両端部・対角線両端部であることが望ましい。

・給気口と排気口は，対面する出入口を第1候補とし，窓は第2候補とする。

・また，給気側・排気側，2台一組を基本とする。給気排気口以外の窓は効率化のため閉。

・強制換気対象の集団執務室エリアの面積A（m2）を計算する。

・対象エリアでの天井高さを実測して，平均高さh（m）を求める。

・部屋容量V（m3）をV=Ahで求める。

・扇風機の能力は風量Vw（m3/h）で表す。ただし，2台の風量をVw1，Vw2とすると，

・実効換気風量は　Vw’=（1×Max（Vw1,Vw2)＋3×Min（Vw1,Vw2））／4で評価する。

・扇風機の設置状態、部屋の密閉度、部屋の不整形度を考慮した有効換気量Vweを評価する。

・時間換気回数（ACH）は， 有効換気量／部屋容量＝Vwe/V　で計算する。

・ACH＞6を目標に設計する。

・ACH＞12であれば，（新築感染症病棟クラス性能，AAAと表示、99％除去時間23分）

・ACH＞6であれば，（既存感染症病棟クラス性能、AAと表示，99％除去時間46分）

・ACH＞4であれば，（99％除去時間69分）

扇風機の例

・強力扇風機（例：シバタ工場扇NT-450QN）を領域の給気・排気各1台を置き，1台分の風量を換気量として確保する。弱使用の場合，

69W，7140 m3/h（風速：3.8m/s）。

・普及型扇風機（例：東芝F-DLX80）：強使用の場合，17W，2460 m3/h（風速2.3m/s）

厚生労働省基準に合う許容収容人数=有効換気量（m3/h）/30（m3/h）
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